
UNIPA テスト作成・管理マニュアル  

 

このマニュアルは、UNIPA でのテスト作成、管理方法についてのマニュアルです。 

より詳しい説明は、UNIPA マニュアル２にありますので、ぜひご覧ください。 

 

=目次= 

１．テスト作成 

  UNIPA でのテスト作成手順 

 

２．テスト管理 

 テストを採点・フィードバックする 

１．テスト作成  

 UNIPA でのテスト作成手順 

 ⅰ)UNIPA からクラスプロファイルを選択→画面左からテスト作成をしたい授業を選択 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅱ)画面上部「テスト管理」から「新規」を選択 
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ⅲ)下記の画面が表示されるので、必要事項を入力して「確定」をクリック 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①「他のテストからコピー」 

 以前、UNIPA 上で作成したことがあるテストのコピーを作成することができる。 

 参照するテストがなければ特に何も入力しない。 

 ②「テストグループ名」 

 初めてテストを作る場合、または該当グループがない場合は、 

「テストグループ名を入力」のところにグループ名を記入(例：教育学など) 

 以前テストを作り、該当するグループがある場合は、 

 「選択してください」のプルダウンから選択 

 ③「テスト名」 

 テストの名前を入力 

 ④「テスト説明」 

 テストの内容について説明事項があれば入力 

 ⑤「添付ファイル」 

 別紙資料や Word などでテストを行う場合は、「選択してください」から 

 該当資料などをアップロード 

 ⑥「テスト方法区分」 

 Web…UNIPA の機能でテストを行う場合 

 Web 以外…⑤でアップロードした資料などを用いる場合 

 ⑦「テスト区分」 

  該当テスト区分を選択 

  

① 

② 

③ 

④

 
 ① 

⑤

 
 ① 

⑥

 
⑦

 

新規テスト作成 各項目説明 ※説明欄赤字は必須項目 



  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧「テスト期間」 

 テストを表示する期間を入力 

⑨「テスト時間」 

 テスト解答時間を設ける場合、「使用する」を選択の後、設定する時間を入力(例：60 分) 

⑩「特別対応者用時間」 

 ⑨で時間を設定した場合、解答時間に配慮が必要な学生に向けての解答時間を設定すること

ができる。 

⑪「時間表示区分」 

 ⑨で設定したテスト時間の表示の選択。⑨で時間を選択した場合必須項目 

⑫「問題表示区分」 

 学生がテストを実施する際に、一問ずつ表示するか全問題表示するかを設定する 

⑬「問題出題形式」 

 同一…登録された問題すべてを設定順に表示 (ランダム、ドリルについてはこちら) 

⑭は UNIPA の「コース管理」を利用している場合入力。詳しくはこちら 

⑮各項目について該当すればチェックする 

 

⑧ 

⑨

 
⑩

 ⑪

 ⑫

 ⑬

 

⑭

 

⑮
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ⅳ)テストの設問を設定する 

ⅲ)で確定を押すと、同じ確定ボタンの横に 

右図のように表示されるので、「問題設定」を 

クリック 

下図が表示されるので、設問設定をクリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ここからは、一例として仮のテストを作成しつつ、機能を紹介します。 

 

 赤枠の部分で、問題スタイルを選択 ※プルダウン形式で選択 

 

 

 

 

 

↓今回は、「大問小問式スタイル」からスタートします。 

 

 

 

 

 



「問題スタイル」を選択したのち、その下のテキスト入力部分に問題文を入力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に配点を入力(大問小問の場合は、小問の合計点)し、確定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大問小問の、小問設定は下図の赤枠部分から設定 

 ※大問小問以外の設問を増やす場合は、設問設定から(後述) 

 

 

 

 

 

 

 

設問設定と同様、問題スタイルから、提示したい問題形式を選択 

☆単一選択式スタイルは、選択肢の中から 1 つ正答を設定する問題 

 

 

 



「選択肢追加」をクリックすると、選択肢を追加。 

「正解」のラジオボタンで、正答を選択。 

「内容」横の矢印で順番を入れ替えることが可能。 

選択肢を作成したら、確定を押して設問設定完了。 

 

上記と同様に「小問設定」から問題を作成する。 

☆次は「複数選択式スタイル」の例 

 

「複数選択式スタイル」は、複数正答があるものを選択させる問題です。 

 

選択肢の増やし方などは、上記「単一選択式スタイル」と同様。 

※正解は必ず 2 つ以上にする 

 

確定を押して完了。 

 

 

 



☆順序付けスタイルの例 

 

選択肢追加などは、これまでと同様。 

「正解」で順序付けを入力 

 

確定を押して完了 

 

☆〇×式の例 

 

 

正解を選んで、確定を押して完了 

 

 



☆短答式スタイルの例 

 

 

正解と最大入力文字を入力し、確定を押して完了 

※全角は 2 文字として扱われるので注意 

※問題で、複数回答を求めることも可能です。 

例題）水を電気分解すると、何と何になるか。それぞれ、漢字二文字で答えよ。 

正解）酸素と水素 

 

設定した問題は、「設問編集」から編集することができます。 

※大問小問に限らず 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



☆穴埋め式の例 

穴埋めを短答式もしくは選択式で作成。(どちらかを先に選ぶ) 

 

 

配点を入力し、次へを選択 

 

解答をそれぞれ入力して確定を押して完了 

 

 

 



☆選択肢のみスタイルの例 

 

 

 

 

☆記入式スタイルの例 

記述式の問題を作成することができます。 

 

 

※ここでも、全角文字は 2 文字扱いになるので注意 

確定を押して完了。 

 

 

 

 

 



必要な問題を作成したのち、「確定」を押して、テスト作成が完了です。 

 

※学生の回答画面は、上図のプレビューから確認ができます。 

※プレビューは、問題を確定した後でも確定ができます。 

※一度確定を押すと、編集ができなくなります。 

※テストは、100点満点でないとエラーがでます。 

 

ⅴ)対象学生を選択し、公開する 

画面上部のテスト設定を選択。 

 

対象学生設定を選択 

 

 

課題設定と同様の方法で、対象学生を選択して、確定。 

その後、上記と同様に「テスト設定」に戻り、上図の確定を押して完了 

 

問題解説を入力すると、「採点結果を学生本人に公開する」設定にしている場合のみ 

学生は結果照会をした際に学生側に表示される。 

※フィードバックも同様 

☆学生画面 

 

 



 

２．テスト管理  

 テストを採点・フィードバックする 

１．と同様にクラスプロファイルから、テスト管理を選択。 

 

この画面を横スクロールし、該当テストの、赤枠マークをクリック 

 

受験済みの学生は、「受験」に〇がつく。 

採点をする際、該当学生の名前をクリック。 

 

下図のように、採点・フィードバック画面に切り替わる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



☆採点は、記入式以外、自動的に採点がされます。→手動で採点し直すことも可能 

☆各設問でフィードバックが可能です。 

 

採点、フィードバックが完了したら、それぞれ確定を押す 

 

各採点を確定すると、自動採点・手動採点の合計点数が、画面上部赤枠(下図)に反映される。 

 

採点が完了したら、上図緑枠の最終点数を入力→フィードバック画面の確定を押す(下図) 

※合計点数と同じでも必ず入力 

※確定を押すと、学生に反映されます。 

※学生が結果を見るためには、テスト設定の⑮で「採点結果を学生本人に公開する」を選択 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



テスト対象学生一覧(下図)から、最終点数を入力することも可能です。 

☆個別入力の場合 

下記画面を横スクロールし、対象学生の「最終点数」欄を入力して下図赤枠の確定を押す。 

 

☆合計点数と最終点数が同じ場合 

下図緑枠のチェックボックスにチェックを入れる。(全員であれば、その下の緑二重枠を選択) 

次に、画面下部の「自動点数の反映」をクリック 

下図赤枠の確定を押して完了 

 

 

上図画面の「ダウンロード」から、一括で受験者データを保存することも可能です。 

※再テスト依頼などは、こちらのマニュアルを参照してください。 
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